
５．茅場の開発・管理・利用システムの事業化
　岩手県内の茅場候補地をリモートセンシングによって探索し、茅場のモデル地域を創設
出来たのは、日本財団助成事業の大きな貢献であった。しかし、有力な候補地と目されながら、
踏査できなかった多数のフィールドが残った。茅場管理の技術としてシュレッター、
ラジコントラクター活用の目途は付いたが、これに要する条件別、生産段階別の生産原価の
整理は充分ではない。さらに現状では、実証した茅場モデルを足がかりにして、これを事業化
させる社会的な機運が熟していない。事業として茅を生産管理し流通までを請け負う組織、
茅葺き技術を伝承する人材を養成する仕組みなど、一連のシステム化の進展が待たれる。

備考：この報告書は日本財団里山保全活動助成事業（2000年度）の助成を受けて
      作成されたものである。
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